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日立市立宮田小学校 
Ⅰ 実践 

１ 研究主題 
互いに思いやり助け合う児童の育成を目指した人権教育の実践 

（１）主題設定の理由 
本校は，「『確かな学力，たすけあう心，たくましい体』をもった調和のとれた児童の育成」を

教育目標として掲げている。それを受けて，人権教育では，「人とのつながりの中で，人権感覚を

養い，社会や生活を見つめながら，主体的に行動することができる児童を育成する」ことを目標

として人権教育を行ってきた。その結果，多くの本校児童は思いやりの心をもって生活すること

ができている。しかし，中には自己中心的な行動をとったり，友達とうまく関わることができず

にトラブルを起こしたりする児童も見られる。そこで，体験的な交流を通して，相手の立場を考

え，思いやりや助け合いの精神をもって行動することを身に付けさせるため，本主題を設定した。 
（２）研究の内容 

ア 豊かな体験活動の展開                【縦割り班活動の様子】 
・異学年交流 ・地域社会との交流  
・福祉体験（４年生） ・人権教室（３年生）  

イ 人権教育への啓発活動 
・人権週間 ・人権メッセージ  

    ウ 人権を尊重する環境作り 
     ・人権コーナー ・道徳コーナー 

２ 実践内容 

（１） 豊かな体験活動の実践 

ア あいさつ運動                       【朝の挨拶運動の様子】 
     事務局委員会の児童が中心となり，毎朝あいさつ運動を 

行っている。学期初めには，本校職員や高学年児童が，正門， 

非常門，昇降口であいさつを呼びかけた。11 月１日には 

保護者や地域の方々，駒王中学校の生徒もあいさつ運動に 

協力してくれた。 

   イ 異学年集団（縦割り班）の交流 
１年生から６年生の縦割り集団を編成し，６年生が 16 グループそれぞれのリーダーとなっ

て楽しく遊ぶ活動を行った。活動は月に１回，水曜日のロング昼休み（宮田っ子タイム）に行

っている。また，事前にグループで遊ぶ内容を決めて，昇降口前の「縦割り班活動コーナー」

で次の遊びを掲示している。 
ウ 福祉体験・いのちの教育（第４学年） 

４年生は，様々な人の立場に目を向けさせ，共生を図る資質や能力を身に付けられるよう

に，総合的な学習の時間のテーマを「人にやさしい宮田を考えよう」とした。今年は，７月

５・６日に高齢者施設「ひふみ館」を訪問し，施設を見学したり，入所者と一緒に歌や折り

紙，あやとりなどを楽しんだりした。運動会にも招待し，たくさんの入所者の方々に来てい

ただいた。また，１０月にはいのちの教育を行った。赤ちゃんが誕生するまでの様子や思春

期についての講話が行われ，児童一人一人が命の大切さや男女の成長に違いがあること，成

長には個人差がある事を知り，体や心の変化について理解することができ，自分も友達も大

切にしようという気持ちが芽生えてきた。                                                      
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エ いじめをなくそう人権教室（第３学年） 

  11 月に人権擁護委員を講師に迎え，「いじめ」という行為を例に人権教室を行った。ビデオ

を視聴し，被害者・加害者・傍観者それぞれの立場になって考えることにより，人権尊重意識

を養うことができた。 

オ 地域社会との交流 

     ９月に行われた宮田コミュニティ推進会主催の敬老会に，５年生の児童が参加し，花笠音頭

を披露した。10月にもふれあいまつりや防災訓練などがあり，ふれあいまつりでは，３・４年

生が「ソーラン節」を披露し，防災訓練では様々な防災体験活動も行った。 

【ひふみ館訪問の様子】      【いのちの教育】       【人権教室の様子】  

 

 

 

 

 

 

（２）人権教育への啓発活動 

   ア 人権週間の実施 
     ９月の第１～２週を人権週間とし，全学級で人権に関する授業を行った。（道徳や学活で） 
    低学年は「話し方」や「友達のよさ」について，中高学年は「差別」や「いじめ」に関する内

容が多かった。その後は，ユニセフ募金や赤い羽根募金なども行った。 
   イ 人権メッセージ 
     人権に関する授業を行った後，全員に用紙を配布し，人権に関するメッセージを書いた。「友

達について」「いじめについて」「困っている人がいたらどうするか」など様々な内容のメッセ

ージを書くことができた。                                  
３ 成果 

・異学年交流では，高学年の児童が自分の立場を理解して，低学年の児童に優しく接する姿が見られ

た。また，互いに認め合う気持ちや励まし合う態度が見られた。 

・人権週間を設けることで，人権の大切さについて考えることができた。また，その後，募金活動等

を通して，人権意識を高めることができた。人権メッセージは，学級の代表３点を昇降口の人権コ

ーナーに掲示した。 

Ⅱ 今後の課題 

・人権について考える期間を９月だけでなく，さらに充実させて，引き続き日々の学校生活の中で自

己や他者を大切にする人権感覚を育てていきたい。 

・職員研修を行う機会が少なかったので，多くしていきたい。 

Ⅲ 人権コーナー設置の様子 

【人権コーナー】            【学級の道徳コーナー】 


